
いちごドリルプリント

火山・地震・地層 名前

問1 気象庁震度階級において、階級の名称は「震度0」から「震度7」までの数字が使われていますが、段階としては「十段階」とされています。こ
のように段階が細分化されている理由として正しいものはどれですか。 （2023年 石川県公立入試 類似）

1. 震度1から震度10までの10個の整
数が、揺れの強さに応じて割り当て
られているため。

2. 震度1から震度8までの階級のうち
、震度3と震度4がそれぞれ「弱」と
「強」に分けられているため。

3. 震度0から震度7までの階級のうち
、震度5と震度6がそれぞれ「弱」と
「強」に分けられているため。

4. 震度0から震度9までの10個の整
数が、揺れの強さに応じて割り当て
られているため。

問2 ある地域の地層の広がりを調べるため、離れた複数の地点で調査を行い、地層の重なりを表した柱状図を作成しました。各地点の地層の高さ（
標高）を正しく比較し、地層の傾きを判断するために必要な作業として最も適切なものはどれですか。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 最も標高が高い地点の地表面に合
わせて、すべての柱状図の高さを統
一する

2. 地表面からの深さを基準にして、
各地点の柱状図をそのままの高さで
並べる

3. 各地点の地表面の標高を確認し、
地表面を基準ではなく標高を基準に
して柱状図を並べる

4. 地層の厚さだけを比較し、地表面
の標高の違いは無視して考える

問3 火成岩はその形成される場所や冷却時間の違いによって「火山岩」と「深成岩」に分類されます。火山岩の成り立ちについて説明したものとし
て、最も適切な条件の組み合わせはどれですか。 （2022年 宮城県公立入試 類似）

1. 形成場所：地下深く、冷却時間：
長い

2. 形成場所：地表付近、冷却時間：
長い

3. 形成場所：地表付近、冷却時間：
短い

4. 形成場所：地下深く、冷却時間：
短い

問4 海底に堆積した土砂が長い年月をかけて押し固められてできた堆積岩のうち、粒の大きさが最も小さい粒で構成されている岩石の名称として適
切なものを選びなさい。 （2025年 東京都公立入試 類似）

1. 凝灰岩 2. 泥岩 3. 砂岩 4. 礫岩

問5 震源の深さや震央の位置がほぼ同じである2つの地震を比較したとき、地震そのものの規模を表すマグニチュードの値が大きい地震は、値が小さ
い地震と比較してどのような特徴がありますか。強いゆれが伝わる範囲に注目して答えなさい。 （2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. 強いゆれが伝わる範囲が広くなる 2. 強いゆれは伝わらず、震源の直上
だけがゆれる

3.
強いゆれが伝わる範囲は変わらない

4. 強いゆれが伝わる範囲が狭くなる

問6 フズリナが、地層が堆積した地質年代を特定するための「示準化石」として利用できる理由として、最も適切な説明はどれか。 （2023年

長崎県公立入試 類似）

1. 非常に硬い骨格を持ち、特定の海
域にのみ分布していたから

2. 数億年以上もの間、ほとんど姿を
変えずに生き残っているから

3. 限られた特定の環境で、長い期間
にわたって生息していたから

4. 限られた短い期間に、広い範囲で
繁栄していたから

問7 地震が発生した際、最初に伝わってくる小さな揺れであるP波が到着してから、後から伝わってくる大きな揺れであるS波が到着するまでの時間
のことを何というか。また、震源からの距離が遠くなるほど、その時間はどのようになると考えられるか。 （2015年 長崎県公立入試 類似）

1. 主要動継続時間といい、震源から
の距離が遠くなるほど短くなる

2. 初期微動継続時間といい、震源か
らの距離が遠くなるほど短くなる

3. 主要動継続時間といい、震源から
の距離が遠くなるほど長くなる

4. 初期微動継続時間といい、震源か
らの距離が遠くなるほど長くなる

問8 地震が発生した地下の場所を「震源」と言います。この震源から地表に向かって垂直に線をのばしたときに、地表と交わる地点（震源の真上に
あたる地表の地点）を何と呼びますか。 （2024年 福島県公立入試 類似）

1. 初期微動継続時間 2. 震源断層 3. 震央 4. 震度

問9 河口から海へ流れ出た土砂が海底に堆積する様子を観察すると、海岸に近いところから沖合に向かって、堆積物の種類が変化していることがわ
かります。この分布の様子を説明したものとして適切なものはどれですか。 （2015年 鳥取県公立入試 類似）

1. 海岸から沖合まで、粒の大きさに
関わらず「れき」「砂」「泥」が均
一に堆積する

2. 海岸に近いほど粒の大きい「れき
」が堆積し、沖合ほど粒の小さい「
泥」が堆積する

3. 海岸に近いほど粒の小さい「泥」
が堆積し、沖合ほど粒の大きい「れ
き」が堆積する

4. 海岸に近いほど粒の大きい「砂」
が堆積し、沖合ほど「れき」と「泥
」が混ざって堆積する

問10 ミョウバンの飽和水溶液をゆっくりと冷却すると、大きな結晶が成長します。これと同じ原理で、火山岩の中に含まれる「斑晶」と呼ばれる大
きな結晶ができる理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年 栃木県公立入試 類似）

1. マグマが地表付近に噴出し、空気
や雨水によって急激に冷やされたた
め。

2. マグマが高温のまま地表に流れ出
し、水分が蒸発して成分が固まった
ため。

3. マグマが地下深くで、長い時間を
かけてゆっくりと冷え固まったため
。

4. 一度固まった岩石が、地中の熱と
圧力によって再び溶けて大きな粒に
なったため。

問11 海洋プレートが陸のプレートの下に沈み込む際、陸側のプレートが引き込まれて変形し、内部に蓄積されていく状態や変形そのものを何と呼び
ますか。 （2026年 宮崎県公立入試 類似）

1. マグマ 2. ひずみ 3. 侵食 4. 風化

問12 離れた地点にある複数の地層を比較して、重なり方の関係を調べる際、凝灰岩の層は「鍵層（かぎそう）」としてよく利用されます。凝灰岩が
鍵層として非常に有効である理由を説明したものとして、最も適切なものを選びなさい。 （2024年 高知県公立入試 類似）

1. 凝灰岩は他の岩石に比べて非常に
硬いため、長い年月が経っても風化
して消えることがないから

2. 凝灰岩には必ず示準化石が含まれ
ており、堆積した年代を正確に特定
することができるから

3. 火山灰は広範囲に短期間で降り積
もるため、離れた場所でも同時期の
地層である目印になるから

4. 火山灰が水に溶ける性質を持つこ
とで、周囲の地層とは全く異なる色
に変化して目立つから

問13 マグマの粘性が低いために、噴火した溶岩が横に薄く広がり、傾斜がゆるやかになった火山の特徴として正しい内容を選びなさい。 （2024年

山口県公立入試 類似）

1. 噴火は爆発的で、地表付近で固ま
った岩石は黒っぽい色をしている

2. 噴火は静かで、地表付近で固まっ
た岩石は黒っぽい色をしている

3. 噴火は爆発的で、地表付近で固ま
った岩石は白っぽい色をしている

4. 噴火は静かで、地表付近で固まっ
た岩石は白っぽい色をしている


